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て

　
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て

　
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度

に
つ
い
て
は
、
平
地
地
域
と
の
生

産
条
件
格
差
に
関
す
る
不
利
を
補

正
す
る
た
め
、
農
用
地
面
積
に
応

じ
た
交
付
金
を
交
付
し
、
担
い
手

の
育
成
等
に
よ
る
農
業
生
産
の
維

持
を
通
じ
て
、
耕
作
放
棄
の
防
止

と
農
業
の
持
つ
多
面
的
機
能
の
維

持
・
増
進
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

　
本
事
業
に
つ
い
て
は
、
第
１
期

対
策
（
平
成
12
年
度
～
平
成
16
年

度
）、
第
２
期
対
策
（
平
成
17
年

度
～
平
成
21
年
度
）、
第
３
期
対

策（
平
成
22
年
度
～
平
成
26
年
度
）

を
終
え
、
平
成
27
年
度
か
ら
は
、

令
和
元
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と

し
て
定
め
た
第
４
期
対
策
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
。な
お
、
第
４
期

対
策
か
ら
は
『
農
業
の
有
す
る
多

面
的
機
能
の
発
揮
の
促
進
に
関
す

る
法
律
』が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
法
律
に
基
づ
い
て
行
わ
れ

る
恒
久
的
な
制
度
と
な
っ
て
お
り
、

集
落
内
で
の
協
議
に
よ
っ
て
定
め

た
集
落
の
将
来
像
の
実
現
に
向
け
、

自
律
的
か
つ
継
続
的
な
農
業
生
産

活
動
や
農
地
管
理
を
図
る
取
り
組

み
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
草
地
の
簡
易
的

な
更
新
の
実
施
や
取
付
道
路
の
補

改
修
、
農
道
・
営
農
用
水
の
管
理
、

乳
質
改
善
、
牛
舎
等
の
消
毒
作
業
、

農
地
周
辺
林
地
の
枝
払
い
、
環
境

整
備
を
目
的
と
し
た
集
会
所
周
辺

へ
の
植
樹
や
草
刈
等
の
活
動
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
制
度
の
実
施
に
つ
い
て
は
、

耕
作
放
棄
の
防
止
、
土
地
生
産
性

の
維
持
・
向
上
、
担
い
手
の
育
成

等
に
よ
り
地
域
農
業
へ
の
効
果
は

大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
の
で
、

今
後
も
関
係
者
及
び
関
係
機
関
各

位
の
理
解
と
協
力
を
得
な
が
ら
、

事
業
の
推
進
に
当
た
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
令
和
元
年
度
に
お
け
る

交
付
金
の
交
付
対
象
面
積
は
６
０

０
８

ha
、
協
定
参
加
農
家
数
91
戸
、

交
付
金
総
額
は
７
２
０
９
万
５
千

円
と
な
っ
て
お
り
、
集
落
別
の
事

業
概
要
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
の

表
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

交付金の内訳交付金の内訳
72,095,99972,095,999円円
国費▶36,047,998円
道費▶18,023,998円
町費▶18,024,003円

集落名 参加戸数
（戸）

対象面積
（㎡）

交付金額
（円） 取り組み内容

問寒別 37 23,370,891 28,045,069 簡易更新の実施、農地・農道・営農用水管理、乳質改善、牛
舎等消毒作業の実施、集会所周辺の環境整備

幌延東 20 12,093,503 14,512,203 簡易更新の実施、農地・農道・営農用水管理、集会所周辺の
環境整備

幌延西 34 24,615,606 29,538,727 簡易更新の実施、農地・農道・営農用水管理、集会所周辺の
環境整備、農地周辺林地の枝払い

計 91 60,080,000 72,095,999

（91戸は重複参加のため、実数は88戸）
（幌延東集落：開進集落、上幌延集落、北進集落（３期対策）
の３集落が合併）

（幌延西集落：幌延集落、下沼南集落、下沼北集落（３期対
策）の３集落が合併）

お問い合わせ先：産業振興課 農林グループ　電話：５-１１１５　告知端末機：５-８８１５
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